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事業の概要
■ 整備目的

事業の概要
■ 柴山港■ 整備目的

■全国的な海上ネットワークを形成するうえで、我が国の
沿岸航行の安全性を確保するため、全国的な配置を
考慮して全国36港が避難港に指定されている。

外防波堤(西)
450m

兵庫県

京都府

滋賀県

柴山港

■現在、荒天時における京都府北西部から鳥取県東部
を航行する船舶の避難に必要な水域が不足している。

■柴山港においては、１００ＧＴ～１０００ＧＴの船舶を対象と
して 海難による損失を減少させることを目的として 荒

避泊対象船舶
500～1 000GT：1隻

大阪府

奈良県

和歌山県

して、海難による損失を減少させることを目的として、荒
天時におけるこれら対象船舶が避難するために必要と
なる静穏な海域を確保するため、泊地及び防波堤の整
備を行う。

泊地（-7m）

500 1,000GT：1隻

避泊対象船舶
100～500GT：1隻

【凡例】

■ 事業概要

泊地（-6m）

隻

整備中

整備済み(未供用)

【凡例】

施設名 数量 事業期間 事業費

外防波堤（西） 450m S61～H42 330億円

泊地（ 6ｍ） 98 000㎡ H10～H12 16億円

整備済み(供用中)

柴山港防波堤（西）の整備イメージ

泊地（-6ｍ） 98,000㎡ H10～H12 16億円

泊地（-7ｍ） 17,000㎡ H11～H12 2億円

合計 ― S61～H42 348億円

－１－－１－

※ 「避難港」 ： 暴風雨等に際し小型船舶が避難のために停泊することを主

たる目的とし、通常貨物の積卸又は旅客の乗降の用に供せられない港湾

で、政令で定めるもの。（港湾法第２条第９項）



再評価の視点

再評価の視点 現在の状況 備考再評価の視点 現在の状況 備考

事業の必要性等に関する視点

１）事業を巡る社会経済情勢等の変化
前回再評価時点(平成26年12月)
から大きな変化なし

航行する船舶の船型及び隻数に変
化はみられない。

２）事業の整備効果
前回再評価時点(平成26年12月)
から大きな変化なし

Ｂ／Ｃの算定方法に変更がな
い

社会経済情勢等に大きな変化が
前 回

３）事業の投資効果
社会経済情勢等に大きな変化が
ないため算出を省略

全 体 Ｂ／Ｃ ２．４
残事業 Ｂ／Ｃ ４．０

４）事業費の変化
前回再評価時点（H26年12月）か
ら変化なし

）事業費 変
ら変化なし

事業の進捗の見込みの視点 進捗率(事業費) 69％
平成29年度末まで投資額：

約239億円
（残事業費：約109億円）（残事業費：約109億円）

コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
前回再評価時点(平成26年12月)
と変化なし

－２－



■事業を取り巻く社会経済状況

事業の必要性等に関する視点

事業を取り巻く社会経済状況

◆近年、気象予報の精度向上により、運航の安全性、効率性が上がってきているものの、平成２９年度に100
ＧＴ～3,000GT未満の内航船舶を対象としたアンケート調査の結果によると、４割強の船舶は予測に反した気
象・海象条件の変化により航行の支障が生じる また危険を感じるなどの回答を得ている象 海象条件の変化により航行の支障が生じる、また危険を感じるなどの回答を得ている。

◆また、日本海西部沿岸域においては、現在も年間２０回程度の海難事故が発生しており、船舶が避難する静

穏な海域の確保が引き続き求められている。

柴山港沖を含む海域を航行する船舶に対し、同じエリアに存在する田後港及び鳥取港とともに荒天時に静穏
な避泊場所を確保。（「港湾投資の評価に関する解説書」より年間荒天日数は13.7回を想定。）

■ 柴山港周辺海域の航行船舶状況

柴山港周辺を航行する船舶のうち、避

泊対象船舶となる100～1,000GTの船

敦賀港

柴山港

重要港湾

避難港

凡 例

泊対象船舶 なる , 船

舶は、約5,000隻/年 航行している。

田後港

柴山港
鳥取港

宮津港

舞鶴港

境港

避難港

地方港湾

＜避泊可能船舶・隻数＞＜避泊可能船舶・隻数＞
柴山港：100-500GT １隻

500-1,000GT １隻(整備中)

鳥取港：1,000-3,000GT １隻

－３－

田後港：100GT以下



事業進捗の見込みの視点

泊地（-6m）及び泊地（-7m）は整備済み。

現時点では全体計画に対して、泊地（-6m）の100-500GT=１隻の避泊水域が確保されている。

外防波堤（西）は６７％まで整備が進んでおり、平成４２年度完成に向け着実な事業進捗を図る。

外防波堤(西)

●本事業の整備状況
黄表示･･･暫定供用中

黄表示･･･未供用

外防波堤(西)
450m(15函)

平成26年6月に8号函据付平成26年6月に8号函据付

施設名 数量 事業期間 総事業費 残事業費

●各施設の整備状況

泊地(-7m)
500～1,000GT：1隻

泊地( 6 )

外防波堤（西） 450m S61～H42 330億円 109億円

泊地（-6ｍ） 98,000㎡ H10～H12 16億円 ０億円

泊地（-7ｍ） 17 000㎡ H11～H12 2億円 ０億円
泊地(-6m)

100～500GT：1隻

－４－

泊地（ 7ｍ） 17,000㎡ H11 H12 2億円 ０億円

合計 ― S61～H42 348億円 109億円

※全て直轄事業である。



■兵庫県知事 平成29年8月24日付 土第1310号

関係自治体の意見

■兵庫県知事 平成29年8月24日付 土第1310号
近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針(原案)の作成に係
る意見照会について(回答)

本事業は 避難港である柴山港の静穏水域を確保し 船舶の航行安全に寄与するものであり 事業を継続し 早本事業は、避難港である柴山港の静穏水域を確保し、船舶の航行安全に寄与するものであり、事業を継続し、早
期完成を図られたい。

なお、事業実施にあたっては、漁船の航行安全性の確保、港内の環境影響の把握、港内静穏度の検証による外防
波堤の必要延長の再検討を行い、地元住民・漁業関係者等と十分に協議調整しながら進められたい。

■香美町長 平成29年8月25日付 香建第163号
近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針(原案)の作成にかか

柴山港は、兵庫県北部に位置し、山陰海岸国立公園や山陰海岸ジオパークの中心にあり、海岸線の入り組んだ天
然 良港 ある

近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針(原案)の作成にかか
る意見照会について(回答)

然の良港である。
周辺の海域は、東日本～西日本～九州を結ぶ重要な航路筋にあたり、航行船舶の多い海域となっている。
しかし、気象・海象条件が非常に厳しく、過去にも海難事故が多発した海域で、油の漂着など重大な被害を受け

ています。
柴山港は 但馬沿岸唯 避難港とし 重要な役割を担 おり 避難港 整備が海上交通ネ ト ク 安全柴山港は、但馬沿岸唯一の避難港として重要な役割を担っており、避難港の整備が海上交通ネットワークの安全

性及び信頼性の向上や海難事故の防止を図り、船舶の安全航行だけでなく、日本海の豊かな自然や資源を守り、後
世へ継承する役割は大きいものがあります。
また、当町の基幹産業である漁業・水産業の振興が図られ地域の活性化に大きく寄与するものと期待しています。
事業進捗により柴山港内の静穏度が向上されておりますが 残事業の進捗に当 ては 地元漁協等の港湾利用者

－５－

事業進捗により柴山港内の静穏度が向上されておりますが、残事業の進捗に当っては、地元漁協等の港湾利用者
の意見を十分反映して頂き、一日も早く目的が達成出来るよう取り組んで頂きたい。



対応方針(原案)

柴山港柴山地区避難港整備事業は、事業の必要性等に関する視点に変更はなく、

事業の進捗の見込みの視点から継続が妥当と判断できる。

引き続き事業を進捗し、早期の供用を目指すことが適切である。

事 業 継 続

－６－










